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パルプ材としての品質 としては化學分析の外に

少 くとも其の蒸解難易 を調べる必要がある。而し

てパルプ蒸解は温度、蒸解液組成等により著しい

影響を受ける。故に均一條件に於て蒸解試驗を行

つて比較すべきである。先に第4報 に於て第1,2,3.

報に於て報告 した諸種パルプ材の蒸解比較試驗の

結果が發表 された。

本報に於ては著者等が第5報 に於て報告 した ラ

ワン材の蒸解試驗の結果 を報告する。

試 料

アルコール・ベンゼン抽出量最大No.3,最 少No.6

中間No.4, No.7の4種 を使つた。實驗方法はすべ

て第4報 の方法 と出來得る限 り近似になる樣努め

た。其の結果 を表示すれば次の如し。

實 驗 結 果 の考 察

No.3, No.6, No.7は 大體 似 た 蒸 解 程 度 を示 すNo.4

は 著 し く惡 い 。

文 獻

福 田、道 堯 、 山 口 、纎 維 素 工業13,447(昭 和12年)

ステープル・ファイバーの皺摺囘復試驗Hall(1920)

の皺摺回復試 驗法 を用 ひて羊毛、アセテー ト絲 、ヴィスコ

ース絲及び銅絲のそれ を測定 した(即 ち幅3cmの カー ド

に絲 を捲 きつ け、9×12cmの 硝子板 の下にお き、上に2kg

の重 しを置 く。此 を比大氣濕度60～65%、20℃ にて4時

間保ちた る後 カー ドか ら絲 を切 りはなす。而 して24時 間

後 に 屈 曲せ る殘 余 角 を測 定 す る。24囘 の測 定 に對 す る極

限 値 及 び平 均 値 を記録 せ るに 羊毛 の平 均 値 は90° 、 アセ

テ ー ト絲50～60° 再 生 纎 維 素 絲 は25～40° で あ つ た。

(H. Lohmann & P. Braun. Textilberichte 1937, 18, 

345)(松 岡)
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UNTERSUCHUNGEN UEBER ZELLSTOFFE.

VI. MITTEILUNG. ERGEBNIS VON AUFSCHLUSSVERSUCHEN 

AN LAUANHOELZERN.

von E. Hu und T. Ito

(Eingegangen am 27. Dez. 1937)

Um die Aufschliessbarkeit der Lauanholzer zu studieren, wurden die in der V. Mitteilung 

angegebenen Holzer unter denselben Bedingungen wie laut Mitteilung IV gekocht, und es wurden die 

folgenden Ergebnisse erzielt.

Daraus lasst sich zusammenfassend sagen, dass Nr. 3, 6 und 7 gleichartig aufschliessbar sind, 

wahrend die dunkelrot gefarbte Nr. 4 sich anders verhalt.


